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特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
事
件
の
手
続
に

つ
い
て
、
養
子
と
な
る
べ
き
者
の
親
権
者
等
の
手

続
関
与
の
制
限
、
一
五
歳
に
達
し
た
養
子
と
な
る

べ
き
者
に
対
す
る
審
判
の
告
知
及
び
一
五
歳
未
満

の
養
子
と
な
る
べ
き
者
に
つ
い
て
の
即
時
抗
告
期

間
に
関
す
る
規
定
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
六
四
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
九
項
た
だ
し
書

及
び
第
一
五
項
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
三
四
）

〇
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
三
五
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
三
六
）

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
三
七
）

〔
政

令
〕

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

厚
生
労
働
省
関
係
政
令
の
整
理
等
に
関
す

る
政
令
（
二
七
）

〔
省

令
〕

〇
た
ば
こ
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
財
務
四
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
三
）

〇
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
民
間
あ
っ
せ

ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に

係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
同
一
四
）

〇
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
同
一
五
）

〇
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
経
済
産
業
一
五
）

〇
船
員
に
関
す
る
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
国
土
交
通
一
三
）

〇
自
動
車
登
録
番
号
標
交
付
代
行
者
規
則
及

び
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
同
一
四
）

〔
告

示
〕

〇
製
造
た
ば
こ
に
係
る
広
告
を
行
う
際
の
指

針
の
全
部
を
改
正
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
財
務
四
〇
）

〇
タ
ー
ル
量
及
び
ニ
コ
チ
ン
量
の
測
定
が
著

し
く
困
難
で
あ
る
と
し
て
財
務
大
臣
が
定

め
る
紙
巻
等
た
ば
こ
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
）

〇
た
ば
こ
事
業
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第

七
項
に
基
づ
き
財
務
大
臣
が
定
め
る
件
の

全
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
二
）

〇
た
ば
こ
事
業
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第

十
一
項
に
基
づ
き
財
務
大
臣
が
定
め
る
件

を
廃
止
す
る
件
（
同
四
三
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
及
び
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
様
式
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
三
）

〇
自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
算
定

等
に
関
す
る
省
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
低
減
性
能

を
向
上
さ
せ
る
改
造
の
認
定
実
施
要
領
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
国
土
交
通
一
七
七
）

◇
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
三
四
号
）

（
法
務
省
）

一

民
法
の
一
部
改
正
関
係

１

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
請
求
時
に
一
五
歳
に
達

し
て
い
る
者
は
、
特
別
養
子
縁
組
に
お
け
る
養
子
と

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
養
子
と
な
る
者
が
一
五
歳
に
達
す
る
前
か

ら
引
き
続
き
養
親
と
な
る
者
に
監
護
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
、
一
五
歳
に
達
す
る
ま
で
に
特
別
養
子
縁
組
の

成
立
の
請
求
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
八
一
七
条
の
五
第
一
項
前
段
及
び

第
二
項
関
係
）

２

特
別
養
子
縁
組
が
成
立
す
る
ま
で
に
一
八
歳
に
達

し
た
者
は
、
特
別
養
子
縁
組
に
お
け
る
養
子
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
八
一
七
条
の
五

第
一
項
後
段
関
係
）

３

養
子
と
な
る
者
が
一
五
歳
に
達
し
て
い
る
場
合
に

お
い
て
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
は
、
そ
の
者

の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
八

一
七
条
の
五
第
三
項
関
係
）

二

家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
関
係

１

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
事
件

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
事
件
に
お
け
る

養
子
と
な
る
べ
き
者
は
、
特
別
養
子
適
格
の
確
認

（
養
子
と
な
る
べ
き
者
に
つ
い
て
民
法
第
八
一
七

条
の
六
に
定
め
る
要
件
が
あ
る
こ
と
及
び
同
法
第

八
一
七
条
の
七
に
規
定
す
る
父
母
に
よ
る
養
子
と

な
る
者
の
監
護
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
で
あ

る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
該
当

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
審
判
（
後
記
２
）
又
は
児
童
相
談
所
長
の

申
立
て
に
よ
る
特
別
養
子
適
格
の
確
認
の
審
判

（
後
記
３
）
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
四
条
第
二
項
関
係
）




		2019-06-13T15:04:46+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




